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「５月１６日のひかり６３３Aの事態」に関する緊急申し入れ 

 

５月１６日、ひかり６３３号の運転士が、走行中に生理現象が発生したため、車掌長

を運転台に呼び、３分間運転室を離れる事態が発生した。 

報道によると、会社は「運転士らの処分について厳正に対処する」と言っているよう

であるが、このような厳罰主義ともとれる対応は到底認められない。 

よって、下記の通り申し入れるので、早急に団体交渉の場を設定すること。 

 

記 

 

１．今回の事態の経過と今後の対策について、詳細を明らかにすること。 

 

２．心身異常を自覚したときは運転士の判断で列車を停止させ、指令には事後報告とす

ること。 

 

３．トイレに行くことを指令に報告した場合、乗務後の事情聴取は行わないこと。 

 

４．関係者への日勤教育を直ちにやめ、処分は行わないこと。 

 

５．今後は、新幹線動力車操縦者運転免許証を持った乗務員を必ず 1名以上を車掌とし

て乗務させることを基本にした車掌３名体制とすること。 

 

６．前記のためにも、運転士要員を確保するために、５４歳以降の原則出向をやめるこ

と。 

 

以 上 


